
北海道町村会

特別区長会と北海道町村会は、
平成28年４月26日に広域連携協定を締結しました。

北海道内１４４の町と村で構成する北海道町村会では、平成２８年４月、全国に
先駆けて特別区長会との広域連携協定を締結し、東京２３区と道内町村（広域）に
よる地域別の連携・交流事業を実施しております。

北海道は１４の地域（振興局）に分かれており、その総面積は２２都府県と同じ
面積になります。このため、これまでも各町村では、様々な分野において周辺
自治体との広域的な連携に取り組んでおりましたが、少子化による人口減少や
都市部への人口流出が全国的な課題となり、地方創生の新時代に向けて、より
一層地域連携の重要度が増しておりました。

このような中で、東京を含めた全国各地域がともに発展・成長することを目指す
「特別区全国連携プロジェクト」は、まさに時宜を得た取り組みであり、我々町村長
が大都市東京との連携に目を向ける大きな契機となりました。

現在、地域別の連携・交流事業として、各区で実施する物産展などのイベントへ
の参加をはじめ、区内大学のワークショップを通じた学生との交流、自治体職員
同士の交流、さらには災害時の被災自治体への支援など様々な取り組みが進め
られておりますが、今後も東京２３区と道内町村それぞれの特性を活かしながら、
将来の世代に繋がる息の長い連携に発展させていくことを目指していきます。

令和元年度
魅力発信イベントにて、
北海道の町村を紹介する
展示を行いました！


